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背　　　景
　寿司ネタなどで人気の高い本マグロ（クロ
マグロ）の天然資源は低迷しており、それに
呼応するように養殖が盛んになってきていま
す。そのクロマグロのゲノム（細胞の中にあ
る全ての遺伝情報）をすべて解読してしまお
うというプロジェクトは、革新的技術開発の
起爆剤になると期待されて、スタートしまし
た。このプロジェクトは、マグロという生物
を遺伝子レベルで解明するという基盤的な研
究に加え、養殖用として優れた形質を備えた
ものへの改良、高度な資源管理や、未知の有
用な生理活性物質の発見などにつながります。

成　　　果
　1度に膨大なDNA塩基配列データをはき
出す次世代シーケンサーを駆使し、約8億塩
基と見積もられているクロマグロのゲノムの
約10倍のデータを取って、コンピュータ上
でつなぎ合わせて塩基配列を再構成しました。
その総延長はゲノムサイズの9割を超え、そ
のデータから遺伝子領域を検索したところ、
すでにゲノム解読が行われているメダカなど
他の魚類にみられる遺伝子が同様に見つかっ
てきていることから、ゲノム全体をほぼカバー
していることが分かりました。つまり、世界
で初めてクロマグロゲノムの概要の解読に成
功しました。　

将　来　像
　今後、クロマグロのゲノム配列情報の精度
を上げるとともに、養殖や資源管理などの技
術革新につながる研究に発展させていきます。
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